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最
大
震
度
７
の
激
震
に
見

舞
わ
れ
た
４
月
の
熊
本
地

震
。
学
生
４
人
が
犠
牲
に
な

っ
た
東
海
大
キ
ャ
ン
パ
ス
近

く
の
南
阿
蘇
村
ア
パ
ー
ト
倒

壊
現
場
な
ど
で
１
週
間
、
不

眠
不
休
の
取
材
が
続
い
た
。

　
新
聞
記
者
に
な
っ
て
５
年

目
。
社
会
部
を
振
り
出
し

に
、
阿
蘇
総
局
を
経
て
現
在

は
熊
本
総
局
で
市
政
を
担
当

し
て
い
る
。

　
震
災
か
ら
６
カ
月
が
た
っ

た
。「
今
も
多
く
の
人
が
避
難

所
な
ど
で
の
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
復
旧
、
復
興
の

足
取
り
が
少
し

ず
つ
進
み
始
め

て
い
ま
す
が
、

震
災
を
乗
り
越

え
、
ど
う
い
う

将
来
像
を
描
い

て
い
く
の
か
、

こ
れ
か
ら
が
正

念
場
で
す
。
常

に
地
元
の
人
々

の
そ
ば
に
い
る

姿
勢
で
取
材
を

続
け
た
い
」
と

気
を
引
き
締
め

る
。

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
新
聞
を

読
む
の
が
日
課
だ
っ
た
。
２

０
０
１
年
に
米
国
を
襲
っ
た

同
時
多
発
テ
ロ
に
衝
撃
を
受

け
、
そ
の
後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
侵
攻
、
イ
ラ
ク
攻
撃
な

ど
米
国
の
武
力
を
使
っ
て
の

「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
に
対
し

て
は
「
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
の
か
」
疑
問

が
わ
い
た
。「
事
件
の
現
場

に
立
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側

を
知
り
た
い
」。
新
聞
記
者

を
目
指
そ
う
と
思
っ
た
の
は

小
学
６
年
生
の
時
だ
っ
た
。

　
専
大
玉
名
高
か
ら
法
学
部

政
治
学
科
に
進
学
。
田
村
理

元
法
学
部
教
授
（
現
非
常
勤

講
師
・
憲
法
）の
「
憲
法
は
国

民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
も

の
」
と
い
う
立
憲
主
義
が
原

点
と
な
っ
た
。「
そ
の
た
め

に
、
公
権
力
を
監
視
す
る
と

い
う
姿
勢
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
使
命
そ
の
も
の
。
体

の
中
に
染
み
込
み
ま
し
た
」

　
田
村
ゼ
ミ
で
は
東
日
本
大

震
災
直
後
の
連
休
に
福
島
や

石
巻
へ
取
材
に
飛
び
ル
ポ
を

ま
と
め
、
ゼ
ミ
生
た
ち
と
動

画
の
制
作
も
。
恩
師
は
「
彼

の
社
会
に
対
す
る
洞
察
力
は

群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。
興

味
を
も
っ
た
こ
と
に
は
何
事

に
も
積
極
的
。
ゼ
ミ
生
を
引

っ
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と

当
時
を
振
り
返
る
。

　
サ
ー
ク
ル
は
専
大
ス
ポ
ー

ツ
編
集
部
。
体
育
会
の
活
躍

を
ペ
ン
と
カ
メ
ラ
で
追
っ

た
。
箱
根
駅
伝
、
馬
術
、
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

…
…
。
編
集
部
の
仲
間
た
ち

と
は
現
在
も
交
流
が
続
く
。

「
一
つ
一
つ
が
今
に
結
び
つ

い
て
い
ま
す
」

恩師の教え、仲間との交流忘れない

熊
本
日
日
新
聞
記
者

植
う

え

木き

　
泰

た

い

士し

さ
ん

（
平
24
法
）

募金局からのお願い

　専修大学は2019年に創立140年を迎え
ます。また、石巻専修大学も18年に創立
30年を迎えます。学校法人専修大学で
は、さらなる飛躍と発展を期すため「専

修大学創立140年・石巻専修大学創立30
年記念事業募金」（募集期間５年間）を

設け、広く募集を行っております。

　併せて熊本地震で被災した専修大学及

び石巻専修大学に在籍する学生に対し、

奨学金及び生活支援金等として「被災学

生支援金」も募集しております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力を賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。

　お申し込み、お問い合わせは「専修大

学募金局」（☎03・3265・3157）へお願
い申し上げます。

＜校友＞

〈
中
野
支
部
総
会
〉

▽
10
月
29
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
旴

髙
﨑
孝
夫
氏
☎
０
９
０
・
４

０
２
８
・
３
２
２
２

〈
流
通
研
究
Ｏ
Ｂ
会
総
会
〉

▽
10
月
29
日
（
土
）
16
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
５

教
室
ほ
か
旴
山
住
氏
☎
03
・

６
２
３
１
・
９
８
１
０
（
㈱

エ
ム
ワ
イ
フ
ー
ズ
内
）

〈
新
宿
支
部
総
会
〉

▽
11
月
８
日
（
火
）
18
時
30

〜
▽
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
か
ら
徒
歩

３
分
「
魚
喜
新
宿
東
口
本

店
」
旴
今
福
義
幸
氏
☎
03
・

３
２
６
９
・
１
４
３
５

〈
３
７
会
総
会
〉

▽
11
月
10
日
（
木
）
16
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15
階

「
報
恩
の
間
」
旴
荒
井
勇
三

郎
氏
☎
03
・
３
４
１
４
・
７

７
１
９

〈
静
岡
県
支
部
連
合
会
総

会
〉

▽
11
月
12
日
（
土
）
15
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
か
ら
徒
歩
５

分
「
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
」
旴

大
村
和
芳
氏
☎
０
５
５
・
９

４
８
・
６
５
９
９

〈
八
戸
支
部
創
立
50
周
年
記

念
講
演
会
・
式
典
〉

▽
11
月
12
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
本
八
戸
駅
か
ら
徒
歩

８
分
「
八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
旴
中
居
雅
博
氏
☎
０
９

０
・
３
１
２
３
・
８
７
９
６

〈
山
梨
県
支
部
総
会
〉

▽
11
月
12
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
か
ら
徒

歩
８
分
「
談
露
館
」
旴
宮
坂

孝
一
氏
☎
０
９
０
・
３
０
０

６
・
２
９
６
９

〈
広
島
支
部
70
周
年
記
念
総

会
〉

▽
11
月
18
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
直
結

「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広

島
」
旴
井
口
幸
路
氏
☎
０
８

２
・
２
３
２
・
６
３
１
５

（
井
口
家
具
百
貨
店
内
）

〈
中
越
支
部
黒
門
会
総
会
〉

▽
11
月
19
日
（
土
）
15
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
か
ら
徒
歩
10

分
「
料
亭
か
も
川
別
館
」
旴

貝
瀬
健
氏
☎
０
８
０
・
６
５

５
４
・
６
７
６
４

〈
二
鳳
会
総
会
〉

▽
11
月
19
日
（
土
）
17
時
〜

▽
都
営
浅
草
線
浅
草
駅
徒
歩

１
分
「
浅
草
麦
と
ろ
本
店
」

旴
吉
田
俊
晴
氏
☎
０
９
０
・

３
１
３
１
・
９
２
８
５

〈
奈
良
県
支
部
総
会
〉

▽
11
月
23
日
（
水
・
祝
）
正

午
〜
▽
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
か
ら
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
「
奈
良
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
」
旴
大
隈
利
明
氏

☎
０
９
０
・
７
１
１
４
・
４

８
７
２

〈
鹿
島
グ
ル
ー
プ
専
大
会
総

会
〉

▽
11
月
24
日
（
木
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
市
ケ
谷
駅
か
ら

徒
歩
２
分
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ケ
谷
」
旴
中
村
浩
樹
氏
☎

０
９
０
・
１
５
３
１
・
０
１

６
１

望
み

 

雫
井
脩
介
著

　
人
気
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
・

雫
井
脩
介
さ
ん
（
平
３
文
）

の
心
理
サ
ス
ペ
ン
ス
。
少
年

事
件
の
渦
中
で
揺
れ
動
く
家

族
の
心
情
を
描
く
。

　
高
１
の
長
男
は
、
夏
休
み

に
な
る
と
ふ
ら
り
と
出
か

け
、
一
晩
家
を
空
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
自
分
の
世
界
を

築
い
て
い
く
年
ご
ろ
だ
ろ
う

と
、
両
親
は
特
別
な
注
意
を

払
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
９
月
の
あ
る
週

末
、
長
男
は
２
日
た
っ
て
も

帰
っ
て
こ
な
い
。

　「
悪
い
け
ど
、
い
ろ
い
ろ

あ
っ
て
ま
だ
帰
れ
な
い
。
で

も
、
心
配
し
な
く
て
い
い
か

ら
。
ま
た
メ
ー
ル
す
る
」

　
息
子
か
ら
の
連
絡
は
こ
の

１
通
の
メ
ー
ル
の
み
。
不
在

が
続
く
中
、
市
内
で
は
車
の

ト
ラ
ン
ク
か
ら
少
年
の
遺
体

が
発
見
さ
れ
る
。
目
撃
者
に

よ
れ
ば
、
現
場
か
ら
逃
走
し

た
の
は
複
数
の
少
年
。
息
子

は
事
件
に
関
わ
っ
て
い
る
の

か
。
そ
れ
と
も
…
…
。

　
警
察
小
説
か
ら
恋
愛
小
説

ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
手

が
け
る
雫
井
さ
ん
が
、
家
族

の
絆
に
つ
い
て
切
り
込
み
、

濃
密
な
人
間
ド
ラ
マ
を
作
り

出
し
た
。
第
７
回
山
田
風
太

郎
賞
候
補
作
。（
角
川
書
店

・
本
体
１
６
０
０
円
＋
税
）

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ 

来
月
５
日
に
開
催

　
卒
業
生
を
歓
迎
す
る
「
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
１

６
」
は
、
鳳
祭
開
催
中
の
11

月
５
日
（
土
・
10
時
〜
）、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
で

開
催
さ
れ
る
。
主
な
イ
ベ
ン

ト
を
紹
介
す
る
。

【
５
階
ア
ト
リ
ウ
ム
】

▽
黒
田
博
樹
投
手
日
米
通
算

２
０
０
勝
達
成
記
念
写
真
展

▽
「
反
骨
」
の
弁
護
士
　
今

村
力
三
郎
生
誕
１
５
０
年
記

念
展

▽
文
学
部
創
立
50
周
年
記
念

ア
ド
ニ
ス
77
号
刊
行

　
校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
77

号
」
が
10
月
15
日
に
刊
行
さ

れ
た
。
佐
々
木
重
人
専
修
大

学
新
学
長
、
尾
池
守
石
巻
専

修
大
学
新
学
長
、｢

授
業

『
専
修
大
学
の
歴
史
』
が
意

義
深
い｣

と
し
て
坂
誥
智
美

法
学
部
准
教
授
、「
わ
れ
ら

専
修
人
」
で
は
佐
藤
光
弘
さ

ん
（
平
19
石
経
営
）、
八
戸

支
部
を
紹
介
す
る
。

２
０
１
５
年
秋
の
叙
勲

◇
旭
日
小
綬
章

𠮷
岡
透
氏
（
昭
41
経
済

地

方
自
治
功
労
）

▽
講
師

江
畑
進
一
氏
（
㈲
シ
ン
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
）
▽
日
時

11
月

30
日（
水
）18
時
30
分
〜
▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
報
恩
の
間
」
▽
対
象

専
修
大

学
の
学
生
（
20
歳
以
上
）・
教
職
員
・
校
友
・
育
友
・
賛
助
会
員
・
一
般
▽
会
費

学

生
２
０
０
０
円
、
そ
の
他
４
０
０
０
円
▽
定
員

１
１
０
人
（
先
着
順
）
※
申
し
込
み

は
校
友
会
事
務
局
へ
。
学
生
は
校
友
会
Ｈ
Ｐ
、
掲
示
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

旴
事
務
局
☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９
　E-mail:koyuka@acc.senshu-u.ac.jp

第
11
回
校
友
会
ワ
イ
ン
大
学「
ワ
イ
ン
と
料
理
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」

　
観
賞
す
る
機
会
の
少
な
い

大
衆
芸
能
を
校
友
に
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
浪
曲
と
講

談
の
口
演
会
が
９
月
25
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。

　
校
友
会
の
城
東
・
城
北
連

合
支
部
（
東
京
、
吉
田
伸
江

会
長

昭
54
院
商
修
）
が
企

画
。
演
ず
る
の
は
、
11
歳
か

ら
舞
台
に
立
ち
古
典
か
ら
創

作
も
の
ま
で
幅
広
く
こ
な
す

浪
曲
師
の
木
村
勝
千
代
さ
ん

（
平
２
文
）
と
、
東
西
の
壮

大
な
歴
史
物
を
得
意
と
す
る

講
談
師
の
桃
川
鶴
丸
さ
ん

（
平
４
文
）。
都
内
な
ど
の

寄
席
で
活
躍
す
る
二
人
は
初

顔
合
わ
せ
。
同
連
合
支
部
総

会
を
機
に
共
演
が
実
現
し

た
。

　
最
初
に
登
壇
し
た
の
は
桃

川
さ
ん
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
で
話
題
の
戦
国
武
将
・
真

田
幸
村
の
「
大
坂
入
城
」

を
、
張
り
扇
（
扇
子
）
で
釈

台
を
た
た
き
な
が
ら
鮮
や
か

に
語
っ
た
。

　
続
く
木
村
さ
ん
の
演
目
は

こ
の
日
の
た
め
に
用
意
し
た

創
作
浪
曲
「
学
校
を
つ
く
ろ

う
」。
専
修
大
学
創
立
者
４

人
の
米
国
留
学
時
代
の
「
泣

き
笑
い
」
を
、
曲
師
・
水
乃

金き
ん

魚と
と

さ
ん
の
見
事
な
三
味
線

の
音
色
に
乗
せ
、
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
情
感
豊
か
に
演
じ

た
。

　
二
人
の
熱
演
が
終
わ
る
と

１
０
０
人
が
埋
め
尽
く
し
た

会
場
か
ら
や
ん
や
の
喝
采
。

「
日
本
一
」
の
掛
け
声
が
飛

び
交
っ
た
。

　「
幸
村
の
演
目
は
古
典
を

少
し
変
え
て
わ
か
り
や
す
く

し
『
桃
川
ら
し
さ
』
を
出
し

て
み
ま
し
た
」と
桃
川
さ
ん
。

　
地
元
の
山
梨
県
上
野
原
市

で
子
ど
も
た
ち
に
浪
曲
を
広

め
る
活
動
も
し
て
い
る
木
村

さ
ん
は
「
映
画
『
学
校
を
つ

く
ろ
う
』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て

創
立
者
の
熱
い
思
い
に
心
底

感
動
し
た
。
母
校
を
誇
り
に

思
い
、
浪
曲
に
し
た
か
っ

た
。
次
は
学
生
た
ち
の
前
で

演
じ
て
み
た
い
」
と
笑
顔
で

語
っ
た
。

浪
曲 

木
村
勝
千
代
さ
ん

講
談 

桃
川
鶴
丸
さ
ん

校
友
100
人
を
前
に

芸
能〝
た
っ
ぷ
り
〟

企
画
「
津
田
大
介
と
語
る
メ

デ
ィ
ア
の
力
」

３
面
に
詳

細▽
「
地
ビ
ー
ル
」
ビ
ア
パ
ブ

商
学
部
の
ゼ
ミ
が
産
学
官

共
同
で
開
発
し
た
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
が
販
売
さ
れ
る

▽
経
営
学
部
・
森
本
祥
一
准

教
授
と
ゼ
ミ
生
が
「
専
大
生

に
よ
る
地
域
活
性
化
奮
闘
記

〜
南
魚
沼
市
辻
又
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
を
講
演

【
５
階
学
生
食
堂
「
Ｃ
Ａ
Ｂ

Ｉ
Ｎ
」】

　
当
日
だ
け
の
特
別
メ
ニ
ュ

ー
を
提
供
す
る
。

▽
無
料
法
律
相
談

▽
無
料
税
務
相
談

▽
各
種
販
売
コ
ー
ナ
ー

　
校
友
会
支
部
に
よ
る
各
地

域
の
特
産
品
や
校
友
会
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
購
買
会
に

よ
る
大
学
公
式
グ
ッ
ズ
を
販

売
。

※
当
日
は
、
向
ケ
丘
遊
園
駅

北
口
４
番
バ
ス
乗
り
場
か
ら

９
号
館
行
き
無
料
バ
ス
を
運

行
（
９
〜
16
時
）。

旴
校
友
会
事
務
局

☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

E
-
m
a
i
l
:
k
o
y
u
k
a
@
a
c
c
.

senshu-u.ac.jp

※
当
日
は
庶
務
課
☎
０
４
４

・
９
１
１
・
１
２
３
９

　
７
月
23
日
に
日
米
通
算
２

０
０
勝
を
達
成
し
た
黒
田
博

樹
投
手
（
平
９
商
）
を
祝
う

記
念
写
真
展
が
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
９
号
館
１
階
で
開
催

中
。
多
く
の
学
生
が
足
を
止

め
て
い
る
。

　
写
真
は
専
大
時
代
や
メ
ジ

ャ
ー
リ
ー
グ
で
の
ピ
ッ
チ
ン

グ
姿
、
広
島
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ

生田キャンパス

黒田投手200勝

記念写真展

ア
ム
を
埋
め
尽
く
し
た
大
観

衆
の
中
で
の
２
０
０
勝
投
球

シ
ー
ン
な
ど
14
点
。
等
身
大

の
パ
ネ
ル
も
併
せ
て
展
示
し

て
い
る
。

　
11
月
１
日
（
火
）
ま
で
。

５
日
（
土
）
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
で
再
展
示
す
る
。

勇
姿
14
点
を
展
示


